
まえがき

先に実施した「コンサルタンツ北海道」に関する

アンケート調査の結果を、以下に報告します。

１．概 要

２．調査結果

⑴ 回答者の属性

【性 別】

男性；156票、無記入；1票

【年齢構成】

年代別では50代からの回答が最も多く、40代～

60代の層で、全回答者の約８割を占めました。

【部 門】

部門別では、建設部門からの回答が最も多い結果

となりました。複数部門も含めると、建設部門が全

回答の約６割を占めました。

次いで、農業部門、上下水道部門（複数含む）、応

用理学部門の順でした。

⑵ 「コンサルタンツ北海道」全般について

【Ｑ１】「コンサルタンツ北海道」は年に３回発行し

ています。現行の「コンサルタンツ北海道」

の発行回数についてどう思いますか。以下の

選択肢番号を○で囲んでください。

「このままでよい」とする回答が、全回答の75％を

占めました。次いで、「減らした方がよい」とする回

答が約２割を占め、発行回数の増加ニーズ（７％）

は少ない結果となりました。

具体的な発行回数については、３回/年（現行）が
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約75％（118票）で最も多く、次いで、２回／年が

約15％（24票）、４回／年が3.2％（５票）、１回／

年が2.5％（４票）がという結果でした。

これらの結果を踏まえ、今後は、現行の発行回数

（３回／年）を継続しつつ、発行回数に対する変更の

ニーズが高まった段階で、発行回数の再検討をして

いきたいと考えています。

【Ｑ２】「コンサルタンツ北海道」は読んでいます

か。以下の選択肢番号を○で囲んでください。

ほぼ全ての回答者（約98％）が、「コンサルタンツ

北海道」を読んでいる（「毎号必ず読んでいる」、「ほ

ぼ毎号読んでいる」、「興味テーマのある号・項目だ

け読んでいる」の合計）と回答しました。

但し、その内、「興味テーマのある号・項目だけ読

んでいる」とした回答が、全回答の約1/3（52票）

を占めました。

今後は、読者の興味を引くテーマの発掘・設定や

興味テーマのシリーズ化およびメニューの増設等が

課題と考えます。

【Ｑ３】「コンサルタンツ北海道」は、主としてどう

あるべきと思いますか。以下の選択肢番号を

○で囲んでください（複数回答可）。

本紙のあるべき方向性としては、「会員以外も含め

た技術的な機関誌（現行）」（81票）が最も多く、次

いで「会員以外も含めた広報誌（現行）」（57票）と

いう結果でした。

調査結果から、概ね、現行の方向性が、読者の考

えと大きく乖離していないことが確認されました。

今後の方向性としては、会員のサービス向上を念

頭に置きつつ、現行の方向性を継続していきたいと

考えています。

１．毎号必ず読んでいる

２．ほぼ毎号読んでいる

３．興味テーマのある号・項目だけ読んでいる

４．ほとんど読んでいない

５．読んだことがない

１．会員向けの技術的な機関誌

２．会員以外も含めた技術的な機関誌（現行）

３．会員向けの広報誌

４．会員以外も含めた広報誌（現行）

５．その他
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⑶ 編集・構成メニューについて

【Ｑ１】 現行構成メニューの中で、あなたが関心の

ある記事を以下の選択肢から番号を３つまで

挙げてください。

現行の構成メニューでは、「寄稿文」（71票）、「エ

ンジニアパーク（技術士に合格して含む）」（69票）、

「報告」（64票）、「活動レポート」（63票）に対する

関心が高い結果となりました。

これらのメニューは、今後とも継続し、内容の充

実を図っていきたいと考えています。

【Ｑ２】 今後、取り上げて欲しいテーマ、または関

心のあるテーマについて、以下の選択肢から

番号を記入してください（複数回答可）。

今後取り上げて欲しいテーマとしては、「最新技術

（道内外・海外）の情報」（93票）、「北海道支部の活

動内容」（74票）、「技術に関するレビュー（技術の変

遷等）」（72票）、「イベントや交流活動等の情報」（69

票）、「地域活性化事例（ご当地検定など）の紹介」

（63票）が上位にあげられました。

この内、「技術に関するレビュー（技術の変遷等）」

および「地域活性化事例（ご当地検定など）の紹介」

は新規テーマです。これら要望の高い新規テーマに

ついては、今後取り上げていく際の課題を整理した

上で、前向きに採用を検討していきたいと考えてい

ます。

また、その他の回答のうち、主な内容を以下に示

します。

・他の技術系資格等についての案内

・各技術士が抱えている解決困難な問題を広報誌

やHPにのせ、広く解決のアイデアを求める

・地域に残る技術遺産や技術の知恵

１．グラビア

２．巻頭言

３．報告

４．寄稿文

５．Air Mail to Hokkaido

６．エンジニアパーク（技術士に合格して含む）

７．Ｑ＆Ａコーナー

８．活動レポート

９．本部報告

10．行事カレンダー

11．特集・シリーズ

12．特にない

１．日本技術士会本部の活動内容について

２．北海道支部の活動内容について

３．最新技術（道内外・海外）の情報について

４．技術に関するレビューについて（技術の変遷等）

５．技術士試験の関連情報について

６．イベントや交流活動等の情報について（告知と報告）

７．北海道支部会員個人の活動や近況報告

８．地域活性化事例（ご当地検定など）の紹介

９．特にない

10．その他
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・組織内技術士の技術士倫理実践例

・技術士取得を目指す人たちへの受験対策 など

これらの内容についても、今後のテーマ設定に向

けて参考にさせていただきます。

⑷ その他（意見・要望・感想）について

「コンサルタンツ北海道」へのご意見やご要望、ご

感想などの自由意見を以下に示します。

ご意見は、企画・構成に関するもの、内容に関す

るもの、感想の３つに分類しました。

① 企画・構成に関する意見

本紙の企画・構成に関して、各々の立場で、様々

なご意見を頂きました。

例えば、「技術士に寄与する技術テーマ（新技術を

含め）が少ない」、「マンネリ化が目立つので斬新な

企画を望む」といった厳しいご意見や、「北海道洞爺

湖サミットを契機に北海道の環境についてシリーズ

化する」、「試験に関する情報（体験等）」、「地域情報

の充実」など企画に関する具体的なご意見も頂きま

した。

② 内容に関する意見

本紙の内容についても様々なご意見をいただきま

した。特に、「時期的に無理な行事案内が目に付く」、

「宴会の写真を減らして欲しい」といった意見は、広

報委員会として反省すべき点もあり、今後改善して

いきたいと考えています。

③ 感想など

多くの激励の言葉を頂きました。これらを励みに、

レベルアップに努めていきたいと考えています。

おわりに

今回のアンケート調査では、女性からの回答があ

りませんでした。これは大変残念な結果でした。

また、アンケートの分析では、年代別のクロス集

計も試みましたが、全ての設問において、年代別で

顕著な違いが見られなかった点を申し添えます。

本調査結果は、今後の「コンサルタンツ北海道」

企画・編集に際して、参考とさせていただきます。

ご協力ありがとうございました。

企画・構成に関する意見

技術開発の現状の特集がほしい。

技術士に寄与する技術テーマ（新技術を含め）が少ない

各レポートの写真や図表にカラーを取り入れると読みや
すくなると思う。

技術者に対する北海道支部の活動・情報を編集すること
を望みます。

生物科学、環境科学など最近の新しい情報をより多く取
り上げて欲しい。

全体の５％位、人文関係の記事などいかがでしょう。

地球温暖化対策に少しでも寄与するためにも、紙ベース
を止め、メール配信にしたらいかがですか？

道内のコンサルタントとしてどうあるべきか。より突っ
込んだ意見交換の場となって欲しい。

北海道洞爺湖サミットを契機に北海道の環境についてシ
リーズで情報提供など考えてみる機会としてはどうか。

マンネリ化が目立つので斬新な企画を望みます。

メール形式にて、お互いに意見を交換できる様なシステ
ムにした方が良いのでは!

若い人が興味を持つような紙面構成。
土木学会、建コン協等との情報の連携、共催などや民間
やNPO団体の活動情報など。

技術士以外の人から見た技術士の活動についての記事が
欲しい。

試験に関する情報（体験等）をお願いします。

地域情報の充実をお願いします。

内容に関する意見

時期的に無理な行事案内が目につく。

一般の方にも技術士の存在を知ってもらえる様、交流や
投稿を受け入れる事も必要ではないかと思います。

宴会の写真を減らしてほしいです。各記事のあとの余白
が目立ちます。

活動報告、研修旅行報告などは、参加者以外の者にとっ
てはあまり興味が持てませんのでごくあっさり記述する
か、技術的話題を掘り下げて行うかが適当と思います。

広告に関心がある。

今後も近況報告等お願いします。

更なる内容の向上を望みます。

寄稿文は多様な内容なので興味を持って読ませていただ
いております。

現行構成の内容で、興味深く拝読させて頂いています。

ご感想

㈳日本技術士会のPEは関心のない記事ばかりでまった
く読んでいませんが、「コンサルタンツ北海道」は、とて
も読みやすく毎号楽しく読んでいます。

会員の活動や技術士試験について知ることも出来るの
で、技術士仲間の情報交換等の誌として大変意義がある
と思います。

技術士試験の苦労話し等、毎回楽しみに読んでいます。

編集、発行、誠に御苦労様です。今後も期待します。

編集ご苦労様です。協賛会員にとってはありがたい冊子
です。

毎号楽しみにしています。定期発行は大変でしょうが、
頑張ってください。
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